
むつであい

令和５年１１月２０日（月）
地域課題の解決策発表

むつでＬＯＶＥ：工藤 凪紗 ／ 相馬 さとこ ／ 村上 菜月

一緒にやれることがあれば、どんどんやらせていただきたいなと思いました

リアルな意見が入った提案で、形に出来れば良いなと思いました

参加者の声

交流したくても出会いの場がない

むつ市は人口減少の問題を抱えており、若者向け施設が少なく、地域特有の閉鎖的な雰囲気が、

色々な交流を難しくしていると思われます。

課

題

出会いの場の提供

婚活以外でも出会いの場が出来るように、望んでいる人が望むような場を提供す

る。「同世代で集まりたい」「共通の趣味仲間を作りたい」「世代が違う友達を

作りたい」など

目

的

①モヤモヤを抱えた人が「むつであい」に依頼

②「むつであい」でイベント内容を考案（予算や参加費含め）

③参加者を募集（場合によって新製品を試して欲しいスポンサーさんにお声がけ）

④依頼した方に内容確認

⑤イベント開催（安心、安全に開催）
解
決
策

あ い
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ちょぺっとコンシェルジュ

～むつ下北の情報発信～

令和５年１１月２０日（月）
地域課題の解決策発表

ちょぺこん：井田 晴香 ／ 立花 有希 ／ 長津 亜紀江 ／ 廣田 聡子

観光が良ければ色々と波及するかなと思いますので、この繋がりをよりたくさんの人に波及できるよう

に一緒に実行できればと思います

インスタで発信していただくのが視覚的にもわかりやすいと思います

参加者の声

地域の困りごとを解消するコミュニティが少ない

むつ市に住んでいるからこそ知っている情報「下北地域に訪れる観光客に伝えたい地元の細かな

情報」や「下北地域に生活している人たちが不便だと感じていること」などを包み隠さず発信する

ことで、困りごとを工夫して解消し、地域を活性化できるのではないかと考えます。

課

題

むつ下北の情報発信

「来る人」や「居る人」が安心して、より楽しくむつ下北を体験・過ごすことがで

きるよう情報発信することで、何もないまちではなく、自慢のわがまちにする！

※「来る人」…観光客・出張者など・「居る人」…下北在住者

目

的

ターゲット・むつ下北の情報を知りたい人

・情報発信したい人（イベント主催者、団体など）

発信ツール・Instagram

情 報 内 容・「食」「体験」「遊ぶ」「癒し」「地元のプチ情報」「生涯スポーツスポット」

「住む」に＋αで細かな情報を付ける解
決
策
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令和５年１１月２０日（月）
修了式

下北文化会館において、あおもりウィメンズアカデミー修了式を行いました。青森県から修了証を７名

に、青森県男女共同参画センターから皆勤賞を５名に授与しました。

修了生代表 立花 有希 さん 挨拶

このセミナーに参加して、年代も出身地も違ういろんな方々とお

話ができて、いろんな意見や考え方を聞くことができて、すごく勉

強になったと感じています。１つの目標にみんなで頑張る事、達成

感も味わわせていただきました。人の温かさもすごく感じられまし

た。やっぱり家の中にばかりいないで、外に出ていろんな人の意見

とかお話を聞くことは大切なんだなとまた改めて思いました。今回、

このような機会をいただき、ここにいる全ての皆さんの出会いに感

謝します。ありがとうございました。

交流会

交流会では、受講生が地域女性リーダーコースを受講した感想や今後の活動について話し、親睦を深め

ました。その後、むつ市役所市民連携課および青森県男女共同参画センターから審議会等委員公募につい

て情報提供をしました。
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